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教育の機会に恵まれない子どものための
　　　おもちゃ活動のプランニング
一フィリピン・ラグナ湖畔の村にて一
中　谷　陽子
はじめに
　日本経済の目覚ましい発展の裏側で，社会が子ども達に耐え難い程の無理
を強いてきたことを，今多くの人々が危惧の念をこめて反省し始めている。
1983年に白鴎女子短期大学附属おもちゃライブラリーが発足したのも，勿論
そこに起因しているといえよう。そしてさらに，子ども達が失いかけている
n愉快に遊ぶ権利」を守るための活動を，おもちゃライブラリーの研究テー
マにしたことについても，この報告の冒頭に記しておきたい。
　おもちゃライブラリーでは，標語を次のように定めた一「人問は人との
交わりによる“愉快さ”を通じて，本当の精神的成長を遂げていく。それを
実現してくれる主要な素材は，まちがいなく『おもちゃ』である」と。そして
さらに，子どもの遊ぶ姿の本質を見失わないために，比較研究を並行して継
続していくことの意義を感じて，1984年，フィリピン・ラグナ地方の子ども
達を対象にした交流研究を始めたのである。この地域を選んだ経緯は，マニ
ラの南郊ラグナ地方にあるフィリピン大学の発達研究所と，すでに予備的研
究交流があったこと，そして四方を海に囲まれた自然の恩恵豊かなこの土地
に遊ぶ子ども達の様子は，かつての日本の子ども達が遊び戯れた頃の姿と重
なりあうと仮定したこと，この2点からであった。計画の段階では，情報や
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遊び材の交換を含む交流活動を主な研究の方法とし，双方の子ども文化の持
つ特徴を明らかにしながら，共に子どもの愉快に遊ぶ権利を守る活動の一助
にしようと考えたのである。しかし，対象児として選んだラグナ地方の子ど
も達について聞き取り調査が進展するにつれて，現状は予想に反して厳しく，
フィリピンの裕福な階級を除いた一般の子ども達の，苦しく不安定な生活状
況の縮図が，そこに明らかになってきたのである。研究協力者である発達研
究所の示す具体的研究方法も，実は情報よりもおもちゃそのものを求めてお
り，ラグナ湖畔の子ども達の生活やそこでの保育環境は，都市マニラ周辺の
深刻さと姿は違っても，同様に悲惨なもので，どこから手をつけたらよいの
か，あらためて貧富の格差の根深い国状を感じとったのである。
　白鴎女子短大おもちゃライブラリーが期待したような中身の，比較文化的
交流研究は，当面むずかしいことが明らかになったが，事態は押し流される
ように，より具体的な課題に直面せざるを得なくなり，ここに本報告で取り
あげる一連の取り組みが始まったのである。
計画の具体化
1．ラグナ湖畔の村と子どもの実態
　ラグナ湖と周辺の森林は，その豊かさで知られているが，湖のほとりに住
む人々の生活は，決してその恩恵を受けているとは見うけられない。よい働
らき口が見つからず，現金収入の道が少ないことが人々の生活を貧困に縛り
つけ，生活文化の向上が著しく損われている。その実際を詳しく紹介すると，
次の通りである：ラグナ湖は東南アジアでも最大級の淡水湖で，マニラの南
方に位置する。その水質のよさ・水量の豊かさは，漁業資源と並んで工業用
水の提供をも可能にしており，湖周辺の熱帯雨林の伐採と相まって，湖の自
然が徐々に犯される危機感を抱かされる。こうした湖とその周辺から得られ
る収益は，村の人々の生活向上には環元されず，特に子ども達の生活は極め
て心配な状況にある。
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〈住居＞
　以前は床下に豚やにわとりを飼育していた家も多く，家屋は質素で簡単で
ある。高温多湿な気候のうえ，配電も不十分なので，開放的な家屋の構造は
人々の生活を屋外に押し出し，幼児は終日外で遊んだりぶらついている。
　湖水があふれる水害は人々の生活を定期的に脅かし，床や地面にひろがる
子どもの遊び風景はそのために殺風景である。家屋の外壁の腰のあたりに，・
汚水跡の線がくっきりと残っている。
〈着衣類〉
　高温多湿な気侯であるから，人々は洗濯好きで，衣類も極めて軽装である。
全裸やシャッー枚で，素足の幼児が多ヤ・。おむつを使わず，布一枚敷いて竹
製の寝台やハンモックで過ごしている乳児をよく見かける。
〈遊び＞
　大人達のまわりで過ごしてい
ることが多い。漁業の網の手入
れをする男性を見ている・集ま
って話をする女性たちの間にい
る・日中所在なく昼寝をする父
親の側らに座っている・地面に
しゃがんで洗濯する母親の横で，
一緒にたらいの中に小物を入れ
て洗う・割れた食器片で遊ぶ・
どこの家でも飼っている鶏や湖
から獲れた小海老や貝をいじる
などが，子ども達の姿である。
おもちゃや身近かな素材で遊ぶ
姿はあまりなく，大人の生活を
真似ることがあそびの主体にな
っている。
写真一1　湖畔の子ども達
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2．家庭及び地域教育研究所（以下COMFA－LABと呼ぶ）と幼児の保育
　フィリピン大学ロスバニョス校（ラグナ州）の人間学部家族発達学科では，
COMFA－LABという研究機関をつくり，1970年代半ばからラグナ湖畔の
村々を対象に4つの地域を設けて，住民の生活指導を実施してきた。そのう
ち湖の最も南部の村が，この研究の対象になる。生活指導は，諸々の事柄の
相談相手として地域に溶け込むことから始められた。
　①地域（湖畔の村）への仲問入り
　②相談事項の堀り起こし
　③保健衛生の助言
　④家族計画の指導
　⑤栄養相談
　⑥幼児保育室の設立と子どもの就園
　⑦子どもを媒体にしての子育ての親指導
◆保育室一はじめの3年間
　1985年～1988年にわたってCOMFA－LABは幼児保育室を設け，ナーサ
リーには3，4歳児をキンダーガーデンには5歳児を，各々地域に呼びかけ
て無料の保育室に誘ったのである。閉鎖的な親達がこのプロジェクトの研究
員に心を開いて子ども達を保育室に送り，徐々に親も保育室に顔を出すよう
になり，しつけや食事への配慮など親の役割について話し合えるようになる
までに，約3年の月日を要したという。1988年，プロジェクトの所期の目標
に達したことと予算の都合で，保育室の運営はひとまずの区切りの節目を迎
えた。
◆親に引きつがれた保育室
　すでに幼児保育の意義について，その重要さを自覚しはじめた親達とCOM
FA一一LABは，保育室の存続について討議をした結果，1989年から親が少額
ではあるが保育料を出しあって，保育者の謝礼金を獲保し，続けることに決
定した。COMFA－LABが，保育内容や方法について保育者への助言を継
続することで，この保育実践は中断せずに4年目を迎えることができたので
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写真一2　ニッパ椰子の葉の保育室
ある・保育室は写真，2に見る通り，ニッパ小屋（ニッパ椰子の葉でつくる）
の寿命は短か，く，穴のあいた屋根の補修，子どもの保育中のおやつ，教材の
準備という工合に親の負担は決して軽くはない。しかし地域が自力で保育室
を継承させた努力は，高く評価される。この過程で，少額とはいえ保育料が
払えなくて通園を断念する子どもが現われたのは，残念としか言いようがな
いQ
写真一3　空っぽの教材棚
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次に保育室がどのように運営されたか，その資料を示す。
　　　　　　〔表一1〕日課（ディリースケジュール）
3，4歳のナーサリー　　　　　　　　　　　5歳のキンダーガーデン
7：30～8：00　　　　　　自由あそび　　　　　　10：30～11：00
8：00～8：10　　　　　国旗掲揚　　　　　11：00～11：10
　：10～　8：20
　：20～8：30
　　～8：40
8：40～9：00
9：00～9：15
9：15～　9：30
9：30～9：40
9：40～9：55
9：55～10：00
10：00
健康チェック（ダンスによる）
　　　音　　楽
　ストーリーテリング
　　　机上の活動
　　トイレ・手洗い
　おやつ（水とクッキー）
　　　休　　憩
　　　ゲームや運動
　　　音楽・お話
　　　降　　園
11　：10～ll　：20
｝11：2・一11：3・
11　；30～11　：50
11　：50～12：00
12：00～12：20
12：20－12：30
12：30～12：40
12：40～　1：00
1：00
保育時問　2時間30分　　　　　　　　　　　　　保育時間　2時間30分
特徴：日案はなく，保育者の立案にまかされる。保育内容は非常にこま切れ
　　で，あそび材が極めて乏しいこともあって，保育者が完成にリードし
　　て進める。
　　　　　　〔表一2〕保育の年間計画表（目標と評価〉
　　計画は6月～3月にわたり，記入欄には，目標設定とその達成が
　　なされたか否か，月毎に印をつけるように工夫されている。
1．保　育　　1．クラス開講準備
　　　　　2．クラスの活動　　a．日課
　　　　　　　　　（水曜日）b．個人の健康と衛生
　　　　　　　　　　　　　c．遠足（年4回）
　　　　　　　　　　　　　d．行事※
　　　　　　※フィリピンフレンドシップデイ・父の日・母の日・国連
　　　　　　　の日・クリスマス・国民英雄の日・新年・バレンタイン
　　　　　3．P　T　A　　　　　a．総会準備会
　　　　　　　　　　　　　b．例会（月毎）
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H　両親教育　　月例セミナー　　保育室だより・生活設計の学習
皿　暮しの計画（生計について〉
IV　月刊ニューズレター
V　COMFA－LABの管理
この資料から伺V・知れることは：
　・限られたあそび材に頼らずに，保育者中心型の保育を進めて，子どもの
　低い諸能力を“教える”方法で高めようとする。
　・両親教育に高いウエイトがおかれている。識字率もあまり高くないので，
　文字に頼らず，親と対話する方法を多くとる。
3．COMFA－LABの母体であるフィリピン大学人間学部幼児発達研究所の
　保育観
幼児発達研究所には附属の保育室があり，主に大学スタッフの子弟を保育
する，モデルとしての研究保育が行われている。保育室の設備は，屋内・屋
外ともに申し分なく，職人の手を借りた手造り教具も数多いが，特に「知育
　　　　　　　　〔表一3〕就学前プログラム
　　　　教育（指導〉　　　　　　　　　一研究と評価
　　・子どもの行動観察　　　　　　　　・実験と情報
　　（学生トレーニング）　　　　　　　・知能検査と結果
　　・教育資料の準備　　　　　　→　　　（学期の前後に実施）
　　（要項・文献・カリキュ　　　←　　・現状データの収集・集計
　　　ラム・マニュアル）　　　　　　　・基本と応用研究
　　・教材準備　　　　　　　　　　　　　・研究と評価
　　　↓↑　　　　　　↑↓
　　　一展　　開
・プレスクール教育のデモンストレーション
・地域へのサービス
・一般人のリーダートレーニング
・刊行物（一般向と専門家向）
・低価格の教材開発とそのテスト
・活動及び研究報告
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教材」が目立つ。そこには，地域の幼児教育のリーダーとしての役割を意識
した表現が感じられるが，次に示す表一3は，その集約である。
ま　と　め
〔A〕　ラグナ湖畔の村のCOMFA－LABにおかれた保育室において，地域
の3，4，5歳の子どもに繰りひろげられた保育の実際は，基本的には大学
の中にあるモデル保育室での保育内容を再現しようとするものであった。し
かし地域の貧しさ，子ども達のあそびや生活経験の乏しさ，あそび材や備品
・消耗品の不足という状況の下では，この保育計画は根本的に無理であった
ことが明らかである。筆者は，すでに長期にわたって子どもとおもちゃの出
あいが，何にも優る喜びの場面であり，経験学習の機会であり，人問性の成
長のエネルギーであることを体験してきたのである。子どもが中心になって
遊びが広がっていくことが，何よりの幼児保育の基礎であることを，このラ
グトナ湖畔の村でも実践してみたかったのである。COMFA－LABの保育
は，どうあったらよかったのか，ポイントをあげてみる。
L　子どもの経験不足を補うため，日常生活の再現を基本とした遊びを中心
　に，保育環境を設定する。
2．保育者が指導する保育の進め方を改善して，日課にもっとゆとりを持た
　せ，子ども達が自発的に遊べる保育にする。
3．子どもの基本的生活場面，例えば食事・清潔・身辺整理・着脱・会話な
　どの中に考えられるこまごまとした活動を遊びとし，楽しみながら子ども
　の能力を高めていく，その際の遊び材には，もっと身近かな日用品を取り
　入れる。
4．知育に片よらないで，もっと話し合いや劇あそびなどの触れ合い，また
　様々な運動あそびなどの意義を見直し，取り入れていく。
〔B〕おもちゃライブラリーの実践したことについて，説明を加えたい。す
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でに予備的調査が終った段階から，数年間にわたって，次のような基準でお
もちゃを選択し，ラグナ湖畔の保育室に屈け続けたのである。（実際に子ど
も達がそのおもちゃで遊んだかどうかについては，後述する※。）
　①赤ちゃんが喜ぶおもちゃ
　②いろいろな運動あそびができるおもちゃ
　③手先を工夫して使うおもちゃ
　④お話が広がるような楽しい布の絵本
　⑤考えるパズル
　⑥ごっこ遊びが楽しめるおもちゃ
　　　　わざ　⑦“技”の上達を求めるような伝承おもちゃ
　⑧考えたり，知識が増える知育おもちゃ
　※しかし，これらのおもちゃは大半が大学の研究室に収められたり，飾ら
れたりしたあと，姿を消してしまい，1回も子どもの前に登場しないままで
ある。筆者が自ら子ども達の保育室に運んだおもちゃだけが，子どものキラ
キラする眼に迎えられ，あそばれたのである。そして，それらも他と同様，
間もなく誰かの私物となって姿を消してしまったのである。物不足の社会状
況が引き起こした“物への執着と人間不信”が，子どものまわりにおもちゃ
を置けないと大人達に判断させたのであろう。子ども達のために運んだおも
ちゃが，子ども達の持ち物になるためには，筆者がまだまだ工夫をしていか
なければならない。
〔C〕本研究がこの段階で得た結果は，次の3点にまとめられる。
①既成のおもちゃが持つ特性だけを過信しないで，身近かにある様々な品
　物の中から，あそび要素の豊かにあるものを見つけだす努力をすること。
②ともすると，おもちゃを収集したい衝動に駆られるが，遊ぶ子どもの手
　の中にあってはじめて“おもちゃ”が生かされることを忘れないこと。
③子どもの生活状況や，子どもの特性になじむおもちゃが，子どもに愛さ
　れるおもちゃであるから，やたらに知育おもちゃや，西欧中流階級の教育
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　をモデルにしたおもちゃだけにこだわらないこと。
④おもちゃは，世界中どこにでも共通に通用して楽しまれるような，基本
　的な性格のものをまず中心に考え進めていくこと。
　このフィリピン・ラグナ地方の保育室に贈ろうとしたおもちゃにまつわる
これらいくつかの考えは，実は物で溢れ返った日本で，私達が反省しなけれ
ばならないことでもあると気がついたのである。フィリピンが今後発展して
いく中で，日本が落ち込んだ失敗を繰り返さないで欲しいと願う。人間の物
質文明にあこがれる宿命のようなものを，痛く感ずるからである。
最後　に
　首都マニラの近郊であるこのラグナ湖畔で，私達は現在のフィリピンの抱
える教育問題の縮図を見たような気がする。7000余の島々から成る国は，最
も重要な国語ですら，統一言語を持つのに苦労しており，長い歳月にわたっ
て外からの侵略に幾度もおびやかされてきたことは想像に余りあるものであ
る。
　豊かな自然の恵みの中にはぐくまれた民族的文化遺産は，すばらしく，例
えば大人から子どもまで誰にでも好まれるゲームを紹介した書物などは，圧
巻である。熱帯モンスーン型の気候の中に育つ美しい植物や，海からの幸が
遊びに取り入れられ，実や種や羽根や貝殻が，ゲームの中にふんだんに登場
してくる。度重なる民族の移入と経済戦争の揚句，この美しい自然の楽園も，
そのバランスが崩されてきたのである。そして意外なほど早々とその犠牲に
なったのは，子ども達であった。最大の重荷は，貧富の格差であった。指導
者層の考えは，どの角度からみても，西欧の中流階級の教育をモデルにして
いる。一部の裕福な階層の子ども達に集中する教育の姿勢が，7000余の島々
に生活する子どもから，徐々に教育の機会をうばって来たのである。
　働らきたくても，慢性的な職不足に悩まされ，一生懸命働らいてもその努
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カが実らない生活の中で，多くの子どもが栄養失調で，5歳にも満たない人
生を終えていく。
　子ども達は，以前の豊かさがどんどん失われていく中で，今，あそび材に
飢えている。この事態に気づいた者として，できるだけ万国共通のおもちゃ
を持ち込み，なるべく「誰でも集まってきて遊べる場」に置きたいと願った。
しかし研究者達は，この教育の混乱期の中で，誰もがモデルづくりを希望し，
結局日本から届けられたおもちゃは，1か所に集められ，子ども達の手には
渡らなかったのである。研究者の個人主義的なことを重んずる，どちらかと
いうと西欧的な姿勢が，ここで実を結ぼうとしていたささやかな「お菟）ちゃ
ライブラリー活動」を中断させてしまっている。
　この交流研究は6年の歳月を経ているが，本当は今始まったばかりだと考
えることが必要である。そして，この報告の冒頭に記したように，「人との
交流を通して人間が成長する」ことをもう一度念頭に置いて，　「その媒体に
なるものが間違いなくおもちゃである」ことに期待を寄せ，息の長い取り組
みを心がけていきたいものである。
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